
　

教
育
委
員
会
で
は
、
広
報
な
り
た

1
月
15
日
号
で
公
表
し
た
将
来
の
児
童

生
徒
数
の
推
計
結
果
に
基
づ
き
、
小
中

学
校
の
現
状
お
よ
び
長
期
展
望
を
踏
ま

え
、
学
校
適
正
配
置
の
具
体
案
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

　

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
適
正
配
置
の

基
本
方
針（
3
ペ
ー
ジ
）の
下
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
教
育
や
教

育
環
境
が
最
も
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る

か
と
い
う
視
点
、
教
育
の
機
会
均
等
・

教
育
諸
条
件
の
公
平
性
を
確
保
す
る
観

点
、
さ
ら
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
影
響
な
ど
を
勘
案
し
ま
し
た
。

地
区
別
適
正
配
置
案

【
成
田
地
区
】図
①

　

成
田
小
学
校
と
美
郷
台
小
学
校
は
既

存
施
設
で
対
応
可
能
で
す
。

　

成
田
中
学
校
は
、
全
体
的
に
は
生
徒

数
は
増
加
傾
向
で
す
が
、
学
級
数
と
し

て
は
平
成
19
年
度
と
同
数
で
推
移
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

成
田
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
市
全
域

の
適
正
配
置
に
伴
い
、
豊
住
中
学
校
と

統
合
し
、
花
崎
町
、
馬
橋
、
新
町
、
囲

護
台
を
西
中
学
校
区
か
ら
成
田
中
学
校

区
へ
移
管
す
る
な
ど
、
西
中
学
校
と
の

学
区
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

【
公
津
地
区
】図
②

　

公
津
小
学
校
は
、
今
後
当
分
の
間
は

大
き
な
児
童
数
の
変
動
は
見
込
ま
れ
ま

せ
ん
。

　

平
成
小
学
校
と
公
津
の
杜
小
学
校

は
、
学
区
内
の
人
口
増
加
に
伴
い
、
児

童
数
も
着
実
に
増
え
て
い
く
と
見
込
ま

れ
る
た
め
、
校
舎
の
増
築
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

中
学
校
に
関
し
て
は
、
西
中
学
校
の

大
規
模
校
化
に
対
処
す
る
た
め
に
、
分

離
校
を
公
津
の
杜
地
区
に
新
設
し
ま

す
。

【
八
生
地
区
】

　

八
生
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
児
童
数

は
減
少
傾
向
で
あ
る
も
の
の
平
成
25
年

度
に
お
い
て
も
複
式
学
級
化
は
見
込
ま

れ
ま
せ
ん
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
し
て
の
重
要
性
に
も
か
ん
が
み
、

当
分
の
間
、
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

【
中
郷
地
区
】

　

中
郷
小
学
校
は
、児
童
数
が
減
少
し
、

平
成
20
年
度
に
は
複
式
学
級
規
模
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
他
校
と

統
合
し
た
方
が
教
育
環
境
と
し
て
は
望

ま
し
い
の
で
す
が
、
地
区
に
あ
る
唯
一

の
学
校
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点

と
し
て
の
重
要
性
に
も
か
ん
が
み
、
今

後
の
児
童
数
の
推
移
を
見
な
が
ら
、
当

分
の
間
は
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
小
規
模
化
が
さ
ら
に
進
展

し
、
教
育
上
の
弊
害
が
増
大
す
る
事
態

子どもたちにとって、どのような教育や教育環境が最も望ましいも
のであるか──教育委員会では、小中学校の現状と長期展望を踏ま
え、学校適正配置について検討しました。
今号では、地区別にまとめた適正配置案についてお知らせします。

学
校
適
正
配
置
案
を
策
定

市
内
の
小
中
学
校

広報なりた2008.4.15 �



と
な
っ
た
場
合
は
、
学
校
統
合
に
つ
い

て
地
区
と
協
議
し
ま
す
。

【
久
住
地
区
】図
③

　

久
住
第
一
小
学
校
は
、
児
童
数
も

徐
々
に
増
え
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
し
か
し
、
久
住
第
二
小
学
校
に

つ
い
て
は
現
在
よ
り
も
小
規
模
化
が
進

む
と
考
え
ら
れ
、
教
育
活
動
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
地
区

内
に
あ
る
久
住
第
一
小
学
校
と
統
合
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。
統
合
に
合
わ
せ
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
ま
た
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
と
連
携
し
、
児
童
の
安
全

確
保
を
図
り
ま
す
。

　

久
住
中
学
校
に
関
し
て
は
学
校
規
模

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
が
、
今
後
、
久
住

区
画
整
理
区
域
内
へ
の
入
居
が
進
む
に

つ
れ
、
生
徒
数
も
増
加
し
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
る
た
め
、
現
状
を
維
持
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

【
豊
住
地
区
】図
①

　

豊
住
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
児
童
数

は
減
少
傾
向
で
あ
る
も
の
の
平
成
25
年

度
に
お
い
て
も
複
式
学
級
化
は
見
込
ま

れ
ま
せ
ん
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
し
て
の
重
要
性
に
も
か
ん
が
み
、

当
分
の
間
、
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　

豊
住
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
小
規
模

化
が
さ
ら
に
進
む
と
予
想
さ
れ
、
教
育

活
動
に
も
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
成
田
中
学
校
と
統
合
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　

通
学
距
離
と
し
て
は
遠
距
離
と
な
り

ま
す
が
、
統
合
に
合
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
連
携
し
、
生
徒
の
安
全
確
保
を
図

り
ま
す
。

基本方針

1過小規模校、過大規模校ともに、教育環境

 としてさまざまな課題があるため、学校適

正配置により課題の解消を図ります。

2学校規模の適正化については、一学年複数

 学級が確保できる12学級から18学級規模の

学校となるよう目指します。ただし、児童生

徒の通学環境や地域コミュニティに対する

一定の配慮から、必ずしも一学年複数学級

という目標が達成できない場合も考えられま

すが、こうした場合は、複式学級の解消を最

低限の目標として学校規模適正化に取り組

むものとします。

3複式学級となる過小規模の小学校は、同一地

区（＊1）内での統合を基本とします。

4地域コミュニティに配慮して、一地区当た

 り一小学校は当分の間存続しますが、中学

校については、小規模校と適正規模校との

教育的格差は小学校よりも拡大し、その弊

害も大きなものとなってしまう恐れがある

ため、小規模校については統合します。

5大規模校の適正化については、まず教室の

 転用、学区の再編について検討し、それで

もなお適正化されない場合、分離新設を検

討します。

6学校統合によって通学区域が拡大した学区

 については、地域の実態に応じて、児童生

徒の通学における安全確保のためにスクー

ルバスなどを運行します。

7統合対象学区の児童生徒は、その実情に応じ

 てほかの学校へ指定校変更できるようにする

など、柔軟な対応がとれるようにします。

8学校統合後、廃校となる学校の土地・建物

 については、地域での市民利用など市民ニー

ズを十分に踏まえて有効に活用できるよう、

地域の皆さんと協議します。

　今回統廃合対象校として挙げられた学校以外

でも、今後の動向によっては過小規模となる可

能性のある学校が何校かありますが、今後、小

規模特認校制度（＊2）の導入検討、児童ホームの

整備促進、放課後子ども教室推進事業などの実

施により、児童数の確保に努めます。

＊1　地区とは成田地区、公津地区、八生地区、中郷地区、

久住地区、豊住地区、遠山地区、成田ニュータウン地区、

下総地区、大栄地区の10地区を指します。

＊2　小規模校の教育の良さや特色を生かした教育を希

望する生徒・保護者に、教育委員会が指定した学校に

ついて学区外（成田市内に限る）からの入学を認める制

度です。

市内の小中学校　学校適正配置案を策定

成田国際空港

JR成田駅

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

成田中

豊住中

成田国際空港

JR成田駅

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

新設中学校

成田国際空港

JR成田駅

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

久住二小

久住一小

①②

③
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【
遠
山
地
区
】図
④

　

三
里
塚
小
学
校
と
本
城
小
学
校
は
、

児
童
数
が
増
加
傾
向
で
す
が
、
教
科
・

少
人
数
学
習
室
な
ど
を
転
用
す
る
こ
と

で
、
対
応
は
可
能
で
す
。

　

東
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
化

が
さ
ら
に
進
む
と
予
想
さ
れ
、
教
育
活

動
に
も
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
、

学
校
統
合
が
必
要
と
な
る
た
め
、
遠
山

地
区
と
し
て
の
一
体
性
を
考
慮
し
、
遠

山
小
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。
統
合
に
合
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

連
携
し
、
児
童
の
安
全
確
保
を
図
り
ま

す
。

　

遠
山
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
規

模
と
し
て
も
適
正
に
近
い
た
め
、
現
状

を
維
持
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

【
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
】図
⑤
、
⑥

　

橋
賀
台
小
学
校
、
新
山
小
学
校
、
吾

妻
小
学
校
お
よ
び
玉
造
小
学
校
は
、
現

施
設
で
対
応
は
可
能
で
す
。

　

神
宮
寺
小
学
校
は
、
児
童
数
が
増
加

傾
向
で
あ
り
、
教
室
数
不
足
と
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
が
、
不
足
す
る
教
室
数

が
2
教
室
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教

科
・
少
人
数
学
習
室
な
ど
を
転
用
す
る

こ
と
で
、
対
応
は
可
能
で
す
。

　

向
台
小
学
校
は
増
加
傾
向
、
中
台
小

学
校
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
現
在
開
発

が
進
ん
で
い
る
中
台
4
丁
目
の
一
部
を

中
台
小
学
校
区
へ
移
管
す
る
な
ど
、
両

校
の
学
区
割
り
を
見
直
し
、
平
準
化
に

向
け
て
調
整
を
図
り
ま
す
。

　

加
良
部
小
学
校
も
増
加
傾
向
で
す

が
、
当
分
の
間
は
教
科
教
室
な
ど
の
転

用
に
よ
っ
て
対
応
し
、
児
童
数
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
増
築
ま
た
は
仮
設
校
舎

建
設
の
検
討
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

　

吾
妻
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
や
や
減

少
傾
向
で
す
が
、
将
来
的
に
は
再
び
増

加
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

玉
造
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
や
や
増
加

傾
向
で
す
が
施
設
に
は
余
裕
が
あ
り
ま

す
。
今
後
の
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

に
お
け
る
生
徒
数
の
増
減
次
第
で
は
、

将
来
的
に
は
吾
妻
中
学
校
と
玉
造
中
学

校
と
の
統
合
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

成田国際空港

JR成田駅

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

本城小

三里塚小

遠山小

東小

成田国際空港

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

JR成田駅

中台中

西中

吾妻中

玉造中

新設中学校

成田中

成田国際空港

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

JR成田駅

中台中

西中

吾妻中

玉造中

成田中

④⑤

⑥

成田国際空港

JR成田駅

下総松崎駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

津富浦小

前林小川上小

大須賀小

桜田小

※新設する学校の場所は未定

⑧

見直し後

成田国際空港

JR成田駅

公津の杜駅

京成成田駅

久住駅

滑河駅

下総松崎駅

滑河小

高岡小

名木小

小御門小

※新設する学校の場所は未定

現状

⑦
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いただいたご意見を公表します
　中間報告時に提出された意見の概要について報告します。

実施した期間＝1月15日～2月15日

実 施方法＝広報なりた1月15日号および教育総務課ホーム

ページに募集記事を掲載

意見提出数

◦ 提出者数…20人（Eメール8通、FAX4通、郵送3通、持参

5通）

◦ 意見件数…55件

◦ 主な意見…学校統合に関すること13件、学区に関するこ

と7件、学校新設に関すること2件、学校規模に関するこ

と8件、通学に関すること8件、今後の進め方に関するこ

と8件、そのほか9件

　内容の詳細については、教育総務課ホームページまたは教

育総務課、下総・大栄支所、保健福祉館、三里塚コミュニティ

センター、公民館、図書館、行政資料室にある資料をご覧く

ださい。

市内の小中学校　学校適正配置案を策定

　

西
中
学
校
は
公
津
の
杜
地
区
の
人
口

増
加
に
伴
い
、
大
幅
に
生
徒
数
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
台
中
学
校
で

も
生
徒
数
の
増
加
に
よ
り
教
室
不
足
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
西
中
学
校
の
分
離
校
を
公
津
の
杜

地
区
に
新
設
し
、
合
わ
せ
て
加
良
部
2

丁
目
お
よ
び
加
良
部
4
〜
6
丁
目
を
中

台
中
学
校
区
か
ら
西
中
学
校
区
へ
、
ま

た
、
花
崎
町
、
馬
橋
、
新
町
、
囲
護
台

を
西
中
学
校
区
か
ら
成
田
中
学
校
区
へ

移
管
す
る
な
ど
、
西
中
学
校
周
辺
の
学

区
再
編
を
実
施
し
ま
す
。

【
下
総
地
区
】図
⑦

　

下
総
地
区
に
は
小
学
校
が
4
校
あ

り
、
多
く
の
地
域
で
過
疎
化
・
少
子
化

が
進
展
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抜
本
的

な
解
決
の
た
め
に
統
合
小
学
校
を
新
設

し
ま
す
。
統
合
に
合
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
連
携
し
、
児
童
の
安
全
確
保
を
図

り
ま
す
。

　

下
総
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
減
少
傾

向
で
は
あ
る
も
の
の
複
数
学
級
は
維
持

で
き
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
現
状
を
維

持
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

【
大
栄
地
区
】図
⑧

　

大
栄
地
区
は
、
今
後
徐
々
に
小
規
模

化
が
進
み
、
将
来
的
に
地
区
の
小
学
校

統
合
が
必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、
小
学

校
2
校
を
新
設
し
統
合
し
ま
す
。
統
合

に
合
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
ま

た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
連
携
し
、

児
童
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

大
栄
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
減
少
傾

向
で
は
あ
る
も
の
の
複
数
学
級
は
維
持

で
き
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
現
状
を
維

持
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

目
標
年
次

①
過
小
規
模
校
の
解
消（
東
小
学
校
、

久
住
第
二
小
学
校
、
豊
住
中
学
校
）

…
最
短
で
平
成
21
年
度
を
目
途
と
し

ま
す
。（
下
総
地
区
・
大
栄
地
区
小
学

校
）…
平
成
25
〜
26
年
度
以
降
を
目

途
と
し
ま
す
。

②
過
大
規
模
校
の
解
消（
公
津
の
杜
小

学
校
、
西
中
学
校
）…
平
成
25
年
度

を
目
途
と
し
ま
す
。

③
学
区
の
再
編（
向
台
小
学
校
、
中
台

小
学
校
、成
田
中
学
校
、西
中
学
校
、

中
台
中
学
校
）…
平
成
21
年
度
以
降

を
目
途
と
し
ま
す
。

学
校
適
正
配
置
案
に
関
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
、
こ
の
学

校
適
正
配
置
案
を
試
案
と
し
て
、
保
護

者
や
地
区
の
皆
さ
ん
と
十
分
協
議
を
重

ね
、
そ
の
中
で
提
案
さ
れ
た
ご
意
見
な

ど
も
尊
重
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
形
で

学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
教
育
委
員
会
で
と
り

ま
と
め
た
学
校
適
正
配
置
案
に
関
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
し
て

は
、
締
め
切
り
後
、
速
や
か
に
取
り
ま

と
め
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
教
育
委
員
会

の
考
え
方
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

　

意
見
を
公
表
す
る
際
に
は
、
氏
名
・

住
所
な
ど
の
個
人
情
報
は
公
開
し
ま
せ

ん
。

　

学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
資
料
に
つ

い
て
は
教
育
総
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.narita.chiba.

jp/sosiki/kyosom
u/index.

htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
＝
4
月
15
日（
火
）〜
5
月
15

　

日（
木
）

提 

出
用
紙
＝
教
育
総
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
閲
覧
場
所（
教
育
総
務
課

（
市
役
所
5
階
）、下
総
・
大
栄
支
所
、

保
健
福
祉
館
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、公
民
館
、図
書
館
、

行
政
資
料
室
）で
配
布

提 

出
方
法
＝
教
育
総
務
課
ま
た
は
下

総
・
大
栄
支
所
総
務
課
へ
直
接
持

参
す
る
か
、
郵
送（
〒
2
8
6
‐
8 

5
8
5 

花
崎
町
7
6
0 

教
育
総

務
課
）、
E
メ
ー
ル（kyosom

u@
city.narita.chiba.jp

）、
F
A
X

（
24
‐
4
3
2
6
）の
い
ず
れ
か
で

教
育
総
務
課
へ（
電
話
に
よ
る
受
け

付
け
や
個
別
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
く
わ
し
く
は
教
育
総
務
課（
☎
20
‐

1
5
8
0
）へ
。

学校名
変更前 変更後

生徒数 学級数 生徒数 学級数
遠山小学校 73 6

91 6
東小学校 18 3
久住第一小学校 156 6

193 8
久住第二小学校 37 4
向台小学校 475 16 370 12
中台小学校 107 6 212 8
滑河小学校 73 6

279 12
小御門小学校 123 6
名木小学校 26 4
高岡小学校 57 5
大須賀小学校 70 5

302 12桜田小学校 108 6
津富浦小学校 124 6
前林小学校 69 6

247 10
川上小学校 178 6
成田中学校 442 12

578 17
豊住中学校 29 3
西中学校 994 27 525 15
中台中学校 599 18 419 12
新設中学校（公津
の杜） ─ ─ 542 16

適正配置案による児童生徒数と学級数
（平成25年度推計数）

� 広報なりた2008.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


